
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 

 

 

 

 

2010 年 4 月 1 日 

ルネサスエレクトロニクス株式会社 

 

 

 

 

 

【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 
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題

名 
SH7780 SIOF マスタモード 2 使用上の注意事項 情報分類 技術情報 

対象ロット等
適

用

製

品 
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関連資料
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SH7780 の SIOF に関して、マスタモード 2 を使用する場合、下記の注意事項があります。 

 

【内 容】 

SH7780 の SIOF をマスタモード２で使用する場合、リセット後 SICTR.FSE=1 として転送を開始すると初回 L/R 信号

(SIOF_SYNC)のアサートが常に 1 クロック早く開始されます(図１)。また、転送中に SICTR.FSE=0 として転送を中断し、再

び SICTR.FSE=1 として転送を再開した場合、初回 L/R 信号(SIOF_SYNC)のアサートが１クロック遅れて開始される場合があ

ります(図２)。いずれの場合も、初回の受信フレームの１スロットで不正なデータを受信する可能性があります。 
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図１ マスタモード２ SIOF_SYNC 出力タイミング（転送開始後） 
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図２ マスタモード２ SIOF_SYNC 出力タイミング（転送再開後） 

 

【回避方法】 

1. L/R 信号のアサートが１クロック早くなる場合 

  SH7780 の SIOF での回避方法はありません。本現象がシステム上問題となる場合は、初回データを無効にする等、ユー

ザシステムでの対策をお願いします。 

ユーザシステムでの対策が不可能な場合、SIOF の替わりに SSI をご使用ください。ただし、SSI の場合、マルチスロッ

トによる全二重転送はできません。また、SH7780 の端子構成上、SSI を使用すると SIOF は使用できなくなります。 

2. L/R 信号のアサートが１クロック遅れる場合 

  転送中は SICTR.FSE=0 により中断させないでください。転送を中断させる場合は、SICTR.TXE、RXE を０にクリアし

てください。 

以 上  

 


